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市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
会

　

市
議
会
で
は
令
和
２
年
１
月

22
日
「
市
民
と
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
３
月
定
例

会
で
は
、
そ
の
際
に
市
民
の
皆
様

か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望

に
つ
い
て
、
議
会
一
般
質
問
や
委

員
会
等
を
通
じ
て
議
論
し
て
お

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
皆
様
の
ご

意
見
等
に
対
す
る
市
当
局
の
答

弁
を
中
心
に
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
仙
北
市
議
会
で
は
市
政
に
よ

り
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今

後
も
市
民
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
の
場
を
積
極
的
に
設
け
て
参

り
ま
す
。

【
地
域
運
営
体
】

意
見　

地
域
運
営
体
の
役
割
や
活

動
に
限
界
が
来
て
い
る
の
で
は
？

答
弁　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
域
の
「
自
助
」
や
「
共
助
」
の

取
り
組
み
を
推
進
し
、
地
域
力
を

挙
げ
る
こ
と
が
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
毎
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
る

９
地
区
の
代
表
者
に
よ
る
地
域

運
営
体
連
絡
協
議
会
に
お
い
て

も
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
地

域
の
産
業
振
興
や
地
域
課
題
の

解
決
、
伝
統
文
化
の
継
続
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
市
立
病
院
】

意
見　

脳
神
経
外
科
、
精
神
科
等

の
医
師
が
不
在
と
な
っ
て
い
る

が
、
医
師
の
充
足
に
努
め
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
病
院
の
安
定
し
た
経

営
を
求
め
る
。

答
弁　

新
年
度
よ
り
小
児
科
・
脳

神
経
外
科
の
医
師
に
つ
い
て
は
、

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
よ
り

派
遣
し
て
頂
き
ま
す
が
、
診
療
日

数
は
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
医
師
確
保
対
策
事
業
と
し
て

の
修
学
資
金
貸
付
制
度
を
利
用

中
の
方
々
に
対
し
、
市
立
病
院
へ

の
勤
務
を
求
め
努
力
し
ま
す
。

　

病
院
で
は
経
営
安
定
化
に
向

け
様
々
な
手
法
を
議
論
・
検
討
し

て
お
り
ま
す
が
、
患
者
の
皆
様
に

迷
惑
の
か
か
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
経
費
削
減
・
収
益
増
加
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

【
道
路
・
河
川
・
上
下
水
道
】

意
見　

市
道
東
田
鎌
川
線
の
早

期
完
成
、
内
川
橋
の
早
期
架
け
替

え
を
求
め
る
。

答
弁　

市
道
東
田
鎌
川
線
は
平

成
21
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て

い
る
が
、
総
延
長
約
１
．
５
ｋ
ｍ

中
、残
延
長
は
０
．
４
ｋ
ｍ
で
す
。

　

毎
年
、
国
の
交
付
金
を
要
望
し

て
お
り
ま
す
が
、
低
配
分
が
続
き

未
だ
完
成
と
な
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
要
望
活
動
等
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
内
川
橋
は
、
最
初

に
架
設
さ
れ
て
か
ら
57
年
が
経

過
し
上
部
工
の
劣
化
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
架
け
替
え
る

か
補
修
に
よ
る
上
部
工
拡
幅
か

な
ど
工
法
を
検
討
し
て
お
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
財
源
を

検
討
の
上
、
早
期
着
工
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

意
見　

こ
れ
以
上
の
上
下
水
道

の
延
伸
は
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
角
館
地
区
等
で
一
部
未
整
備

区
域
の
工
事
を
行
っ
て
い
る
以

外
は
、
ほ
ぼ
整
備
が
完
了
し
て
お

り
ま
す
。
上
水
道
は
、
水
道
未
普

及
地
域
解
消
事
業
と
し
て
現
在
、

角
館
町
山
谷
川
崎
地
区
と
田
沢

湖
卒
田
地
区
の
２
地
区
で
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
加
入
希
望
調

査
を
行
っ
た
上
必
要
な
場
合
に

整
備
す
る
方
針
で
、
費
用
対
効
果

等
も
加
味
し
な
が
ら
事
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

【
企
業
誘
致
】

意
見　

生
保
内
黒
沢
工
業
団
地

の
有
効
活
用
を
求
め
る
。
過
去
の

失
敗
を
検
証
し
た
上
で
実
効
性

の
あ
る
誘
致
活
動
を
。

答
弁　

現
在
は
植
物
工
場
の
誘

致
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
以
前
の

経
緯
を
十
分
検
証
し
、
今
後
も
、

本
市
産
業
と
結
び
つ
く
よ
う
な

多
様
な
業
種
の
企
業
誘
致
も
念

頭
に
県
・
関
係
機
関
と
連
携
し
誘

致
を
進
め
ま
す
。

【
体
育
施
設
等
】

意
見　

生
保
内
体
育
館
の
雨
漏

り
が
著
し
い
。
利
用
者
も
多
く

困
っ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
放
置
す

る
の
か
。

答
弁　

12
ペ
ー
ジ
「
総
務
文
教
常

任
委
員
会
」
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
。

※
紙
面
の
都
合
上
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
の

一
部
の
み
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
全
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仙

北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
市

議
会
ペ
ー
ジ
に
掲
載
致
し
ま

す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
参
照
下

さ
い
。

　仙北市議会では、市民の皆様と議会議員の
意見交換会「おでかけ市議会」を行なってい
ます。

●お申込み先…仙北市議会事務局
　　　　　　　TEL0187-43-0334

お知らせ

おでかけ市議会開催中



■発行／秋田県仙北市議会　〒014-1201秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後30　TEL0187-43-0334
■印刷／株式会社松本印刷

　

議
会
広
報
編
集
委
員
も
今
号
を

も
っ
て
委
員
が
新
編
成
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
議
会
力
・
議
員
力

を
ア
ッ
プ
さ
せ
、
わ
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
発
行
に
努
め
て

参
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
も
仙
北
市
の
未

来
づ
く
り
の
た
め
に
前
進
し
て
参

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（
熊
谷 

一
夫 

記
）

編
集
後
記

　3 月 19 日開催の本会議におい
て、議員提出議案第 5 号意見書の
提出について「秋田県秋田市新屋
地区にイージス・アショア基地を
配備する計画の白紙撤回を求め
る意見書」の起立採決を行った
際、起立 8、着席 8、（退席 1）に
より、本来であれば議長が可否同
数であることを確認の上、議長採
決でその可否を決定するところ
を、退席していた議員がいたこと
に気が付かず、賛成少数のため否
決と決定してしまう誤りがあり
ました。
　本来あってはならない事態で
あり、今後二度とこのような誤り
のないよう、議員全員が襟を正し
再発防止に努めて参ります。
　市民の皆様を始め関係各位に
多大なるご迷惑をおかけしまし
たことに深くお詫び申し上げま
す。

～事態の経緯～

■ 3月19日　本会議

・「議員提出議案第5号意見書の提出について」起立採決を行う。
・採決の結果、起立（賛成）8名、着席（反対）8名、退席1名
・議長より賛成少数で否決の宣言あり（その後閉会）
・閉会後に可否同数であったことを確認

■ 3月23日

・誤りによって否決となった議案について、やり直しのための臨時
会開催を要請するため議会運営委員会を開く。3月27日に臨時会開
催が決定。

・青柳議長が責任を取るとして議員辞職を表明。

■ 3月27日　臨時会

・臨時会否決となっていた議案について再提案の上採決。（結果は
賛成10、反対7で可決）

・その後、青柳議長から議員辞職願が提出され、本会議で許可。
・議長不在となったため、新議長の選出を行う。（結果、新議長に

黒沢龍己議員を選出）
・新議長はこれまで副議長だったため、副議長不在により新副議長

の選出を行う。（結果、新副議長に熊谷一夫議員を選出）

議案番号

　　会派及び氏名　　　　

　

　　　　　件　　名

議
決
月
日

議
決
結
果

蒼
生
会

市
　
民

ク
ラ
ブ

公
明
党

共
産
党

無
会
派

黒

沢

龍

己

小

林

幸

悦

髙

橋

　

豪

田

口

寿

宜

八
桺
良
太
郎

真

崎

寿

浩

高

橋

輝

彦

武

藤

義

彦

門

脇

晃

幸

稲

田

　

修

伊

藤

邦

彦

阿
部
則
比
古

荒
木
田
俊
一

小
木
田
　
隆

熊

谷

一

夫

平

岡

裕

子

髙

久

昭

二

議 員 提 出 
議案第5号

意見書の提出について（秋田県秋田市新屋地
区にイージス・アショア基地を配備する計画
の白紙撤回を求める意見書）

3/19 否決 反 反 賛 反 賛 反 反 反 反 退 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

議 員 提出 
議案第6号

意見書の提出について（秋田県秋田市新屋地
区にイージス・アショア基地を配備する計画
の白紙撤回を求める意見書）

3/27 可決 反 反 賛 賛 賛 反 反 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛

人
事
案
件
（
継
承
略
）

◎
人
権
擁
護
委
員

伊
東
　
和
子
（
70
歳
）

西
木
町
桧
木
内
字
相
内
13
番
地
１

茂
木
　
一
代
（
58
歳
）

角
館
町
小
勝
田
中
川
原
１
１
１
番
地

お 詫 び
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